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ZnO 結晶は,室温で 3.3eVと大きなバンドギャップを有し、高電界下での飽和速度が高い

ためハイパワーデバイスへの応用に適した材料として最近．注目されている[1]. 一般に車

体用パワーデバイスにおいてワイドギャップ半導体は 200℃以上の高温で動作させるため，

高温状態の電子物性を解明する必要がある[2]. 本研究では n 形 ZnO 結晶の高温電子物性

を非破壊で求めることを目的とし,顕微ラマン分光法を用いて室温(27.1℃)と高温(200℃)

におけるラマンスペクトルを測定した(Fig.1，Fig.2). 600cm−1付近の中心振動数にある

A1(LO)/E1(LO)(LOPC)モードの誘電分散によるスペクトル解析(Fig.2)を行い，電子密度

ｎ,移動度μ,抵抗率ρを求めた． その結果、室温では，n=1.51 × 1016cm-3,μ=193cm2/Vs, 

ρ=2.14Ωcm となり,高温(200℃)では n=5.45 × 1017cm-3, μ=92cm2/Vs, ρ=0.12Ωcm

と得られた．本研究の一部は 2019 年度科研費(課題番号:19K05296)により行われた. 関係

者に深く謝意を表す. 
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Fig1:ZnO のラマンスペクトル(室温) 

Fig2: LOPC モードのスペクトルの解析結果 

（室温:(a)，200℃:(b)） 
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